
　

図　面　目　録

図面番号 図面種別

　１ （港区役所）駅地下１階、２階平面図　地下２階断面詳細図　地下２階天井伏せ図 設計図

支障物処理工図（建築）

図　　面　　名　　称



4
,9
60

図

面

名

縮

尺

図

番

設

計

単

位

　平成 年 月

　№

担

当

通 局交市屋古名

営 課繕

　枚の内

01

01

25

住藤ＭＭ7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

17 18

19 20 21 22 23 24

27 2725

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 272

C

B

A

D

E

１番出入口

２番出入口

至　東海通駅

ホーム

ホーム

コンコース

駅長室

至　築地ロ駅

倉庫

倉庫 倉庫

5,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,000

130,000

40
0

6
,0
00

8
50

3
,5
00

710 7,384 7,384 710

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室 倉庫

非常階段（１）

非常階段（２）
職員便所 ﾎﾟﾝﾌﾟ室 弱電機械室

配電室

ホーム

ホーム

　駅地下１階、２階平面図　S.1/500 　地下２階断面詳細図　S.1/50

　地下２階天井伏せ図　S.1/200

2 27262524232221201918171615141312111098765431

≒29,000

≒1,800（２枚）

≒
1
,8
00

施工範囲

　軌道敷内天井撤去、復旧（下地共）…　≒52.2㎡

軌道敷内天井撤去、復旧（下地共）

・軽量下地19形復旧

※天井下地復旧時、必要に応じあと施工アンカーを施工すること。
※天井ボードは目透し張りとし、素地表しとする。

・天井フレキシブルボード（ノンアス）t4.0張り
・既設天井フレキブル板 t4 撤去（軽量下地19形共）

8

高速度鉄道港区役所駅耐震補強（２５－1）工事（建築工事）

　駅地下１階、２階平面図

　地下２階断面詳細図

　地下２階天井伏せ図 7



　

図　面　目　録

図面番号 図面種別

（電力の部）

電力ー１ 施工位置平面図（上小田井高架橋平面図） 設計図

電力ー２ 上小田井高架橋　電車線用接地線　支障移設及び復旧図１ 〃

電力ー３ 上小田井高架橋　電車線用接地線　支障移設及び復旧図２ 〃

電力ー４ 接地極及び配線標準図 標準図

電力ー５ 測定用補助極施工標準図 〃

電力ー６ 接地測定箱 設計図

（弱電の部）

弱ー１ 撤去図　港区役所駅（弱電関係分） 設計図

支障物処理工図（電気）

図　　面　　名　　称



施工場所

施工位置平面図
（上小田井高架橋平面図）

電力－１ 水嶋



名鉄線

縮尺　―

承認

照査

設計

製図
写図

名
称

図
番 単位　㎜

平成２５年　７月　　日

電車線用接地線　支障移設及び復旧図１

上小田井高架橋

（犬山方）

２番線１番線

ＲＣ柱

ＧＬ

地下鉄

地中梁

電車線柱 電車線柱

PB2

（駐車場）

名鉄線

点検口

PB1

電車線柱

１番線

PB1

電車線柱

２番線

PB2

電車線柱

１番線

（犬山方）

２番線１番線

ＲＣ柱

ＧＬ

地下鉄

ネットフェンス

電車線柱 電車線柱

3
24
7

2
06
7

埋設部

点検口点検口

ＲＣ柱補強前

ＲＣ柱補強後

Ａ－Ａ（１番線側） Ｂ－Ｂ（２番線側）

ＲＣ柱 ＲＣ柱

Ａ－Ａ（１番線側）

電車線柱

２番線

Ｂ－Ｂ（２番線側）

既設配線

地中梁

接地測定箱 接地測定箱取付
(GL+約1m)

接地測定箱取付

(GL+約1m)
接地測定箱

埋設部

２径間ラーメン橋　Ｒ１４

２径間ラーメン橋　Ｒ１４

　ただし、既設の接地極は撤去しないこと。

支障移設について

　接続すること。

　高架上の電車線の架空地線の接地配線を点検口内で接地リード線と

支障移設

復旧

・耐震補強工事中、接地線を接地極から取り外すときは、もう１方の

　接地極に必ず接続し接地をすること。

（接地配線）

架空地線より

（接地配線）

架空地線より

（接地配線）

架空地線より

（接地配線）

架空地線より

　配管及び配線撤去

　既設接地極（接地棒）及び点検口

　配管・配線新設（又は既設配線の移設）

復旧工事について

点検口 点検口

・１番線側接地配線は名鉄線ＲＣ柱から、当局ＲＣ柱に移設すること。
　配管等のアンカー痕は補修すること。

・図のようにプルボックスを設け、高架上からの既設の接地配線と

　新設配線を接続すること。

凡例等

・プルボックス内の配線接続はボルトコネクタで接続すること。

・点検口内の接地線の接続はボルトコネクタで接続すること。

・接地測定箱は、「接地測定箱」図参照

・接地配線の詳細は「接地極及び配線標準図」参照

・接地補助極詳細は、「測定用補助極施工標準図」参照

ネットフェンス
新設配線

新設配線

既設配線
既設配線

ＲＣ柱ＲＣ柱

接続する。
仮設配線を

既設配線

既設配線

名鉄線
ＲＣ柱

既設配線

移設

水嶋

仮設配線

仮設配線（ころがし配線）

移設

既設配線
移設

点検口点検口 点検口

・３ｋ３５３Ｍ５１１のＲ１４橋脚のＲＣ柱部に取付けられている

上小田井起点３ｋ３５３Ｍ５１１

上小田井起点３ｋ３５３Ｍ５１１

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

・ＲＣ柱に接地測定箱を新設すること。

　接地配線と接地極リード線を接続すること。

　接地配線は取り外し耐震補強工事（土木工事）に支障しないよう移設すること。

・耐震補強工事（土木工事）中、工事用地内に仮設の接地線を配線し

・耐震補強工事（土木工事）後、配線をＲＣ柱に配線し直す。

・耐震補強工事（土木工事）にて、ＲＣ柱の周囲を掘削するため

　接地極の点検口は撤去すること。

ＩＶ２２ｍｍ２（ＰＦ２２）

　既設配線　ＩＶ２２ｍｍ2（ＰＦ２２）

・新設する配線はＩＶ２２ｍｍ２（ＰＦ－Ｄ２２）

・ＰＢは寸法タテ２００×ヨコ２００　ＳＵＳ製、防水形、塗装なし。

電力－２

名古屋市交通局車両電気部電気課

・耐震補強工事（土木工事）の埋戻し及び舗装前に点検口を新設し

S=1/100

S=1/100



縮尺　―

承認

照査

設計

製図
写図

名
称

図
番

平成２５年　７月　　日

上小田井高架橋　電車線用接地線

支障移設及び復旧図　２

接地極埋設位置図

46
00

8003 8003

１番線側

２番線側
測定用補助極測定用補助極

（駐車場） （駐車場）

接地極及び連絡配線

（既設）

（既設）

接地極及び連絡配線 点検口

点検口

3k35
3M51

1上小
田井
起点

3k35
3M51

1上小
田井
起点

Ａ－Ａ断面図

3k33
7M50

5

接地極埋設箇所

8003

4
6
00

７５０×７５０

ＲＣ柱

線路中心線

１番線

２番線

測定補助極測定補助極

8003

3k35
3M51

1

２径間ラーメン橋Ｒ１４

柱位置図

上小
田井
起点

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

ＲＣ柱

GL

地中梁

1500

750

≒500

(既設）接地棒

接地埋設深さ

連結打込式

3000

掘削深さ600～700
750以上

ＲＣ柱

GL

地中梁

1500

750

3000

掘削深さ600～700

接地棒１本（打込）

点検口

≒650

Ａ－Ａ（Ｂ－Ｂ）

既設　接地極位置図

Ｃ－Ｃ（Ｄ－Ｄ）

接地補助極位置図

（既設）接地連絡線

接地線点検口（復旧時に新設）

接地極及び点検口の支障移設及び復旧について

単位ｍｍ

・点検口の位置は、定期点検等に支障の無い位置で、自動車の通行などの損傷を受けない場所とすること。

・接地配線の詳細は「接地極及び配線標準図」参照

・接地補助極詳細は、「測定用補助極施工標準図」参照

２．接地極は本工事施工前に測定を行い測定値を記録すること。
また、施工後及び検査引渡時に測定を行い、施工後に異状がないかを確認する。

特記

１．接地極は工事中及び工事後も継続して使用するため、接地棒及びリード線を損傷させないこと。

Ｃ

ＣＤ

Ｄ

・上図3k351M551の既設接地極の点検口（2箇所）は、耐震補強工事（土木工事）にて掘削時撤去し埋戻し時に新設し復旧すること。

・上図の測定用補助極（２箇所）は、接地棒及び点検口は耐震補強工事（土木工事）掘削時に撤去し、埋戻し時に新設すること。

耐震補強（土木工事）掘削範囲

耐震補強（土木工事）掘削範囲

耐震補強（土木工事）掘削範囲

耐震補強（土木工事）掘削範囲

電力－３

名古屋市交通局車両電気部電気課

S=1/100

S=1/200

S=1/100

S=1/100

水嶋



１月

名
称

図
番

設計

製図
写図

照査

承認

縮尺 /

9
0

φ14

電線 22㎜2

アスファルト

地盤

GL

ＲＣ柱（補強後）

合成樹脂可とう電線管
複層管

接地測定箱

リード線　300～500

配線詳細図

単位 ｍｍ

平成２５年　７月　　日

接地極及び配線標準図

リード端子標準図（参考図）

ＶＰ管深さ

≒250

B1弁枡
点検口

架空地線又は機器側

リード線（ＩＶ２２ｍｍ2)

（既設）

接地極側

接地線

で接続

（水切り）

ボルトコネクタ

（掘削範囲約１．５ｍ）

≒５００

・点検口の位置は、定期点検等に支障の無い位置で、自動車の通行などの損傷を受けない場所とすること。

ＧＬ＋２ｍ（標準）

接地棒標準図（参考図）

ＶＰ管(150)

７５ｃｍ以上
地盤

アスファルト

ＧＬ

連結打込

(ｎ本)

αm

B1弁枡点検口
配置例

×ｎ列

連絡線（IV22mm2)

接地棒

B1弁枡点検口

ＲＣ柱

接地極配置図（参考）

特記事項

・接地抵抗の測定は施工前、施工後及び引き渡しの

　３回行うこと。

・接地抵抗値（規定値）は３０Ω。

1
00

50

1
,5
00

連結ソケット

銅覆鋼棒

φ14

打込ピン （PF-Dφ22)

電力－４

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

埋設時期

1.55

1.57

1.52

1.39

1.26

1.16

1.00

1.06

1.04

1.16

1.29

1.45

30.0

28.3

25.8

23.8

21.5

19.7

19.1

19.3

28.8

25.8

23.2

20.6

季節変動係数

　施工時は、測定値を右表の季節変動係数で除した数値

　に補正する。

抵抗値

名古屋市交通局車両電気部電気課

水嶋



名
称

図
番

設計

製図
写図

照査

承認

縮尺 /平成２５年　７月　　日

単位 ㎜

特記事項

・測定補助極の接地抵抗値の基準値はなし。

・接地棒の１か所当たり１本以上打込む。

1,
50
0

5
0

10
0

銅覆鋼棒

φ14

打込ピン

連結ソケット

電線 22㎜2

打込ピン

90

φ14

500

リード線

リード端子標準図

接地棒標準図

接地棒

B1弁枡
点検口

≒250

ＶＰ管深さ

（補強後）

ＲＣ柱

アスファルト

地盤

測定用補助極施工標準図

リード線

施工標準図

（掘削範囲約１．５ｍ）

≒650

・施工後及び引渡時は接地極の測定をこの補助極使用する。

ＶＰ管(150)

電力－５

名古屋市交通局車両電気部電気課

水嶋



①ボックス　　ポリプロピレン（3t)

②なべ小ねじ　ポリカーボネート（M5×6）

③端子金具　  C1100P　銅板（3t)

④すり割付ボルト類　C2600P (M5×10･PW･SW)

部品名称・仕様

添付図は㈱浅羽製作所製。

同社製または同等品を使用すること。　

電力－６

接地測定箱

水嶋


